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　悪心・嘔吐は，がん患者には一般的な症状で，その頻度は 40～70％と報告されて
いる。

　悪心・嘔吐の症状緩和は，その原因を同定し，対応した治療薬物の選択をするこ
とが複数の臨床研究で検証されている。がん患者に発症しえる，悪心・嘔吐の主要
な原因の分類を表 1に要約した。原因は必ずしも 1 つではなく，複数が同時に存在
することも多い。
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表 1　がん患者における悪心・嘔吐の原因

原　因

化学的 薬　物 オピオイド，ジゴキシン，抗けいれん薬，抗菌
薬，抗真菌薬，抗うつ薬（SSRI，三環系抗うつ
薬），化学療法

悪心・嘔吐の誘発物質 感染（エンドトキシン），腫瘍からの誘発物質

代謝異常（電解質異常） 腎不全，肝不全，高カルシウム血症，低ナトリ
ウム血症，ケトアシドーシス

消化器系 消化管運動の異常 腹水，肝腫大，腫瘍による圧迫，腹部膨満，が
ん性腹膜炎，肝皮膜の伸展，尿閉，後腹膜腫瘍，
放射線治療，早期満腹感

消化管運動の低下 便秘，消化管閉塞

消化管運動の亢進 下痢，消化管閉塞

薬物による消化管への影響 消化管を刺激する薬物（アスピリン，NSAIDs），
抗菌薬，アルコール，鉄剤，去痰薬

内臓刺激 腹部・骨盤臓器の機械的受容体刺激，肝・消化
管の化学受容体刺激

中枢神経（前庭系
を含む），心理的

頭蓋内圧亢進 脳腫瘍，脳浮腫

中枢神経系の異常 細菌性髄膜炎，がん性髄膜炎，放射線治療，脳
幹の疾患

心理的な原因 不安，恐怖

薬物による前庭系への影響 オピオイド，アスピリン

前庭系の異常 頭位変換による誘発（メニエール症候群，前庭
炎），頭蓋底への骨転移，聴神経腫瘍

その他 原因不明
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　また，治療に関連した悪心・嘔吐のうち，化学療法，放射線治療が原因のときに
は，既存のガイドラインを参照のこと。

（新城拓也）
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